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比島放送管理局 関連史料
～「外地」放送史料から（5）～

メディア研究部  松山秀明

比島放送管理局の「復元の記録」
NHK放送文化研究所（以下，文研）が収集・

整理してきた「外地」放送史料を紹介するシリー
ズの第5回は，比島放送管理局に関する史料群
を取り上げる。比島放送管理局は，太平洋戦
争中のフィリピンにおいて，日本放送協会から
職員が派遣され，軍が管理した放送局である。

外地放送史料のなかでも，同局は，台湾や満
州，パラオ，豊原と異なり，当時の記録が冊子体
として残されていない。その実情を知る手がか
りとなるのは，文研の研究員，佐藤勝造の論
文「比島（フィリピン）放送管理局のあゆみ」

（『昭和48年版 NHK放送文化研究年報　第
18集』）である。このほか，佐藤が論文執筆の
ために残した一次資料（文研所蔵）や「比島放
送史」（NHK 放送博物館所蔵）がある。

佐藤は史料収集のためにフィリピンの元放送
局員に手紙を出し，写真や文書だけでなく，当
時の思い出などを書いて送ってもらっている。
文研が所蔵するこれらの一次資料のうち，群を
抜いて多くを占めるのが，陸軍報道部の山本宗
太郎による手記である。マニラとダバオに赴任
した山本が寄せた手記は「南方放送史＝比島」

「続比島」と題され，400字詰原稿用紙にして
300枚超の大作であった。冒頭の「まえがき」
には次のように記されている。

南方に於いて，もっとも惨を極め多くの有望

な職員を失ったのは，やはり比島である。そ

れだけに，戦病死者，生死不明も数多く十

指にやっと数え得るものが夢にだに持ち得な

かった祖国日本の土を踏み，しかもNHKのた

めに，過ぎし日の思い出の数々を秘めて精勤

しつつあるとき，幸いにして，これら始末記を

記録し，記念にのこし得ることは誠に光栄その

ものである。倒れた友を思い書き綴けることは

辛いが，これも生を得た者の責任とも言える。

 

執念で書かれた大作の，冒頭の書き出しを
読めばわかるように，フィリピンに派遣された
放送局員たちは壮絶な運命をたどった。比島放
送管理局に派遣された36名のうち，21名が激
戦のなか殉職した。今回，外地放送局のなか
でもとりわけ過酷だった比島放送管理局を，各
史料を横断しながら探訪してみたい。

南方の放送局の建設
太平洋戦争前のフィリピンには，4つの放送局

があった。これらはアメリカの支配下で運用され，
聴取料をとらない広告放送だった。1941年の時
点で聴取者数は12万5,000であったという。開
戦後，フィリピンに上陸した日本軍によって，こ
れらの放送局の送信機は破壊されたが，軍報道
班は放送局の復旧を急ぎ，1942年1月14日に開
局したのが，マニラ放送局（KZRH）である。コー
ルサインと周波数は従来と同じものが使われた。

マニラ放送局では朝の8時から放送が始ま

山本宗太郎による手記（複製）
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り，英語，タガログ語，スペイン語でニュース
を出した。ニュースの時間帯は8時，12時30
分，17時，20時30分の定時で，このほかに毎
日19時30分には司令部から発表される告示事
項をアナウンサーが放送した。

興味深いのは，当時の番組表を見ると，こ
れ以外の時間帯のほとんどで「音楽」が放送さ
れていたことである。これはフィリピンにおける
音楽好きの国民性を考慮し，音楽を通して日本
を浸透させるねらいがあったという。実際，『荒
城の月』を現地の合唱で放送したり，山田耕筰
が比島放送管弦楽団を組織化したりしていた。
また，ラジオ体操が予想外に反響を呼び，全
島に普及したという。

その 後，1943年11月1日にはセブ 放 送 局 
（KZRC），同年12月20日にはダバオ放送局
（PICD）が開局した。当時，フィリピン第2の都
市とされたダバオ市のダバオ放送局は，局舎の
接収に困難があったものの，局長を務めた別所
和三郎の手記によれば「小粒ながら外観上は放
送局らしい処であった」という。同放送局では主
にマニラ放送局と中継を結んで放送するとともに，
ローカルの時間には現地向けの放送も行った。

比島放送の終わり
しかし，これらが開局して間もなく，フィリピ

ンの戦況は悪化する。1944年10月にアメリカ
軍がレイテ島に上陸し，翌45年2月にはマニラ
に進攻した。マニラ放送局では2月3日の攻撃
の数時間前，自ら施設を破壊し，東方拠点に
退去したという。

また，ダバオ放送局の混乱も多くの手記に残
されている。局長の別所の手記によれば，ダバ
オ放送局は1944年8月に第1回の空襲を受け，
9月に軍事命令で局舎を放棄した。放送局を見
捨てるのは「忍び難きこと」だったが，その後は

「どうすれば生命を保てるのか」と壮絶な生き残
りの模様がつづられている。道中，爆撃におび
え，食糧が底をつき，飢えに苦しんだ。別所は

「毎日就寝前南十字星を見上げながら藁をもつ
かむ思いで神仏に祈らざるを得なかった」と述
べている。

知られざる南方放送局史
マニラ放送局で技術部長を務めた木下誠二

の手記によれば，「爆撃によって戦死した人は
僅かに3人程度で，他のほとんどは食糧難や悪
性マラリヤによる戦病死であった」という。「食
糧不足等のために筆舌に尽くせない程の苦難の
連続」であったと書かれた文字からも，当時の
悲惨さが伝わってくる。死者はその場で埋葬し
たというが，生き残った者も栄養失調で「土掘
りも辛うじて出来る程度」だった。木下は，仲
間がいまだ同地で眠り続けていることを悔いて
いる。いかに比島放送管理局が悲惨な最後を
迎えたかがうかがえる。
「戦争と放送」を検証するためにも，激戦の

舞台となったフィリピンなどを含む「南方放送
史」を編むことの重要性を，これらの史料群は
語りかけている。        

     （まつやま ひであき）ダバオ放送局外観と玄関に立つ別所局長


